




　2025年６月20日（金）、鳥取県鳥取市のホ
テルニューオータニ鳥取「鶴の間 東中」にて、
2025年度 UBAサミットを開催しました。
　全国のUBA 会長および事務局が８グループ
に分かれ、まず各組織の概要説明を行った後、

「組合の理想と現実」をテーマに、各県UBAの
現状や問題点、課題についてグループごとに
共有しました。
　その後、挙げられた問題点や課題について、
UBAとしてどのように解決していくべきか、
また組合の活性化や維持につなげていくため
の方策について、事務局も交えて協議・意見
交換を行いました。
　さまざまな意見交換が行われ、UBAのみな

らず、組合としての課題解決に向けたヒント
を得るなど、参加者にとって大変有意義な機
会となりました。
　最後に、各グループの座長の中から選出さ
れた代表者による発表が行われ、UBAサミッ
トは終了しました。
　今回のサミットで得られた情報や学びをそ
れぞれの組合へ持ち帰り、今後の活動の活性
化につなげていくことが期待されます。
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　2025年７月３日（木）、全国青年友好４団体
トップ会議が沖縄県石垣市のホテルミヤヒラに
おいて開催されました。本会からは原田会長、
副会長のほか計12名が参加しました。
　今回の会議は、主催団体であるUBAの原田
会長の挨拶から始まり、続いて各団体の会長・
会頭による挨拶および出席者の紹介が行われま
した。その後、各団体の活動報告や、大規模災
害発生時における連携・協力対応会議の進展状
況について報告がありました。
　第二部では、石垣市企画部長兼 DX 課長の
嶋田簾様より、石垣市の現状課題および今後の
政策についてご講話をいただきました。続いて、

石垣市企画部企画政策課課長兼尖閣諸島対策室
長の野崎雅治様より、尖閣諸島の現状や国防、
台湾有事についてご講話をいただきました。講
話後の意見交換では多くの質疑や意見が交わさ
れ、参加者の関心の高さがうかがえました。
　その後の懇親会では、石垣市議会議長の我喜
屋隆次様より島に対する熱い思いなどのお話を
伺い、参加した各団体のメンバー計32名が交
流を深め、大いに盛り上がりました。
　なお、次回の開催は日本青年会議所が主催し、
2025年12月に開催される予定であることが発
表され、閉会となりました。

全国商工会青年部連合会　　　会長　小林　信作
日本青年会議所　　　　　　　会頭　外口　真大
日本商工会議所青年部　　直前会長　吉川　裕太
全国中小企業青年中央会　　　会長　原田　　守

全国青年友好４団体トップ会議 in 沖縄 開催報告
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　2025年11月14日（金）、岩手県盛岡市で組合
青年部全国講習会が開催されました。
　講習会は２部構成で行われ、第1部では嘉悦
大学ビジネス創造学部教授の高橋洋一氏が「日
本経済の現状とこれからの金融・経済政策」を
テーマに講演されました。
　第２部では、企業経営におけるリスクマネ
ジメントの観点から、「狙われるのは大企業だ
けではない」と指摘され、中小企業もサプライ
チェーンの一部として攻撃対象となる現状が
示されました。さらに、IPAが公表する「情報
セキュリティ 10大脅威 2025」の最新事例とし
て、ランサムウェア攻撃やサプライチェーン
攻撃、システムの脆弱性を突く攻撃、内部不
正による情報漏えいなどが上位に挙げられて
いることが紹介されました。
　リスクマネジメントの観点から、情報セキュ
リティ対策として「資産の洗い出し」「脆弱性
への対応」「アクセス制御・認証強化」「従業
員教育」などの基本的取り組みが解説され、特
に中小企業では社員一人ひとりの意識向上と、
仕組みによる防御体制の整備が重要であると
指摘されました。

　また、IPAが提供する中小企業向けガイド
ライン「中小企業の情報セキュリティ対策ガ
イドライン」や「サイバーセキュリティお助け
隊サービス制度」など、手軽に利用できる支援
策やIT 導入補助金の対象となる制度も紹介さ
れました。
　講演を通じて、参加者は「組織規模を問わず
サイバー攻撃のリスクは現実のものである」こ
と、そして「専門組織の支援を活用しながら日
常の備えを確実に構築すること」の重要性を改
めて認識しました。

2025年度 組合青年部全国講習会 in 岩手 開催報告
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　2025年12月17日（水）、日本青年会議所主催
で中央区日本橋の東海東京証券（株）東京本部
会議室にて開催されました。当会からは原田
会長はじめ副会長、理事７名にて参加。その他、
日本青年会議所（JC）は、加藤大将次年度会頭
予定者他13名、日本商工会議所青年部（YEG）
吉田昌宜次年度会長予定者他７名、全国商工
会青年部（Impulse）小林信作会長他６名の参加
で進められました。
　第１部では、各団体の代表者挨拶の後、各
団体の事業報告が行われました。
　第２部では、JCが事業的に推奨している
FCP（Family Continuity Plan　 家 族 継 続 計
画）について香川大学創造工学部竹之内准教授
に「これからのFCPに必要なもの」と題しご講

演をしていただきました。その中で、「かすが
い防災」という考え方が重要であるとの話があ
りました。多様化する時代の中でこれからの
地域防災は学校や福祉、観光などの一見関係
のないこととコラボしてする防災、つながる
ための場所やテーマを与える防災であること
が必要であり企業が関わりやすくすることも
求められるとのこと。また、FCPの定義につ
いては、位置づけと方法が重要であり、災害
時に命を守り、生活を維持するための方法を
家族で話し合い、実行するための計画である
との内容で講演は締めくくられました。
　次回はImpulse主催にて開催することを確認
し閉会となりました。

日本青年会議所が全国各地で展開している
FCP（Family Continuity Plan）
防災教育関連事業で使用されている計画書
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　このたび、2026年度の青年中央会通常総会
を茨城県の地で開催できること、また全国か
らの皆様をお迎えできることを心より嬉しく
思っております。
　茨城県には、日本三名園の一つである水戸
の「偕楽園」や、雄大な太平洋を望む「大洗磯前
神社」、さらには圧倒的なスケールを誇る「袋
田の滝」など、訪れる人々を魅了する名所が数
多く存在します。また、納豆や干し芋、メロ
ンをはじめとした地域の特産品も全国的に知
られており、地元の味覚を楽しんでいただけ

ることと思います。
　今回の総会では、全国各地から集まる青年
部の皆様が一堂に会し、地域の枠を超えた意
見交換を通じて、青年中央会の未来にとって
実りある議論が交わされることを心より期待
しております。そして、今回の出会いや経験が、
皆様の企業や組織にとって新たな刺激となり、
さらなる飛躍への一助となれば幸いです。
　最後になりますが、皆様のご健勝とご多幸
をお祈り申し上げるとともに、茨城の地でお
会いできる日を心より楽しみにしております。

茨城県中小企業青年中央会　会長　細　井　敬　一

2026年度 通常総会 in 茨城PR
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